
　
日
本
か
ら
は
る
か
６
０
０
０
キ
ロ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
第
２
の
都
市
ス
ラ
バ
ヤ
。
あ
る
日
の
早

朝
、
町
中
の
市
場
に
足
を
運
ぶ
と
、
コ
メ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
な

ど
が
、
ず
ら
り
と
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
近
郊
の

村
々
で
収
穫
さ
れ
た
新
鮮
な
も
の
ば
か
り
だ
。

　
こ
の
辺
り
は
、
国
内
随
一
の
穀
倉
地
帯
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
源
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
マ
ラ
ン
か
ら
ス
ラ
バ
ヤ
に
向
か
っ
て
円
を

描
く
よ
う
に
流
れ
る
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
。
全
長
３

２
０
キ
ロ
、
日
本
最
長
の
河
川
で
あ
る
信
濃
川

に
匹
敵
す
る
長
さ
だ
。
こ
の
大
河
か
ら
豊
か
な

水
の
恵
み
が
も
た
ら
さ
れ
、
肥
沃
な
土
壌
を
つ

く
り
、
農
産
物
の
豊
か
な
生
産
を
促
し
て
い
る
。

　
し
か
し
今
か
ら
50
年
前
、
こ
の
一
帯
は
、
常

に
洪
水
や
干
ば
つ
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。

雨
期
に
な
る
と
、
見
る
見
る
う
ち
に
川
か
ら
水

が
あ
ふ
れ
て
洪
水
が
発
生
。
ま
た
、
15
年
に
１

度
噴
火
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ク
ル
ド
山
を
含

む
複
数
の
火
山
が
、
大
量
の
噴
火
物
を
河
川
に

流
し
込
む
。
常
に
自
然
に
翻
弄
さ
れ
て
生
活
す

る
農
民
た
ち
。
手
塩
に
か
け
て
懸
命
に
育
て
た

農
作
物
も
、
一
瞬
の
う
ち
に
ダ
メ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

　
し
か
し
、
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
流
域
の
農
業
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
は
高
く
、
地
域
の
み
な
ら
ず
、
国

の
発
展
の
要
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
そ
の
可
能
性
に

か
け
、
１
９
５
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
開
発
に

着
手
。
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
、
長
さ
１
キ

ロ
に
わ
た
る
ネ
ヤ
マ
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
建
設

だ
っ
た
。
常
に
冠
水
し
て
い
る
状
態
を
、
ト
ン

ネ
ル
を
通
じ
て
排
水
す
る
こ
と
で
解
決
し
よ
う

と
試
み
た
の
だ
。

　
と
こ
ろ
が
工
事
が
始
ま
っ
て
み
る
と
、
現
場

で
は
、
は
だ
し
の
労
働
者
が
鋤
や
鍬
を
使
っ
て

作
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
で
は
い
つ
完
成
す

る
の
か
先
が
見
え
な
い
。
そ
こ
で
53
年
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
政
府
の
依
頼
で
こ
の
土
地
に
降
り
立

っ
た
の
が
、
日
本
の
大
手
開
発
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
企
業
・
日
本
工
営
株
式
会
社
の
久
保
田
豊

社
長
（
当
時
）。
彼
が
発
し
た
言
葉
は
、「
日
本
の

技
術
が
あ
れ
ば
１
年
で
で
き
ま
す
よ
」。
そ
れ
が

す
べ
て
の
始
ま
り
だ
っ
た
。

　
５
年
後
、
現
地
政
府
の
要
請
を
受
け
て
、
日

本
は
円
借
款
を
通
じ
た
支
援
に
乗
り
出
す
こ
と

に
。
ネ
ヤ
マ
・
排
水
ト
ン
ネ
ル
の
工
事
を
請
け
負

っ
た
の
は
、
鹿
島
建
設
株
式
会
社
。
日
本
工
営
は

そ
れ
以
降
、
50
年
以
上
に
わ
た
り
、
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
業
務
を
担
っ
た
。
戦
後
、
国
際
社
会
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
這
い
上
が
っ
て
き
た
日
本
。
そ
れ

故
に
、
日
本
人
の
技
術
者
た
ち
に
は
格
別
な
思
い

が
あ
っ
た
と
い
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
の
「
国
を

発
展
さ
せ
た
い
」
と
い
う
熱
意
も
重
な
り
、
工

事
は
１
年
余
り
で
完
了
し
た
。

　
さ
ら
に
61
年
、
J
I
C
A
の
支
援
で
「
ブ
ラ
ン

タ
ス
川
流
域
総
合
開
発
計
画
」
を
策
定
。
１
万

２
０
０
０
平
方
キ
ロ
に
対
す
る
流
域
開
発
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
日
本
工
営
が
描
い
た
。
ダ
ム

の
建
設
、
灌
漑
施
設
、
発
電
所
の
整
備
…
。
や

る
こ
と
は
山
積
み
だ
っ
た
が
、
両
国
の
技
術
者

た
ち
が
発
す
る
熱
気
に
包
ま
れ
、
マ
ラ
ン
に
設

置
さ
れ
た
統
括
事
務
所
や
現
場
は
い
つ
も
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　
60
年
代
に
新
た
に
円
借
款
で
２
つ
の
ダ
ム
の

建
設
が
開
始
さ
れ
、
日
本
工
営
が
設
計
・
工
事

監
理
を
、
鹿
島
建
設
が
施
工
方
法
の
指
導
を
担

当
し
た
。
し
か
し
事
業
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た

65
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
史
上
に
残
る
大
規
模
な

ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
る
。
９
・
30
事
件
―
。
首

都
を
中
心
に
混
乱
が
生
じ
、
多
く
の
外
国
人
が

国
を
離
れ
る
こ
と
を
余
議
な
く
さ
れ
た
。
し
か

し
今
こ
こ
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
や
っ
て
き
た
こ
と
が
す
べ
て
水
の
泡
に
な
っ

て
し
ま
う
―
。
約
50
人
の
日
本
工
営
と
鹿
島
建

設
の
関
係
者
は
、
そ
の
場
に
と
ど
ま
る
こ
と
を

決
め
た
。
統
括
事
務
所
の
ス
ル
ヨ
ノ
総
裁（
当
時
）

は
「
日
本
人
の
技
術
者
た
ち
は
、
私
た
ち
と
と

も
に
本
当
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
。
現
地
の
も

の
を
食
べ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を
勉
強
し
、
懸

命
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
て
く
れ
た

の
で
す
」
と
評
価
す
る
。

　
70
年
代
に
入
り
、
流
域
に
は
ダ
ム
が
完
成
し
、

発
電
所
が
で
き
、
灌
漑
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い

っ
た
。
日
々
変
化
を
遂
げ
て
い
く
町
の
姿
に
、

現
場
の
士
気
は
よ
り
高
ま
っ
た
。
農
民
た
ち
に

も
そ
の
恩
恵
は
波
及
し
、
農
産
物
の
生
産
量
が

著
し
く
増
加
。〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
の
奇
跡
〞
と
呼
ば

れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
日
本
工
営
技
術
本
部
の
畑
尾
成
道
さ
ん
は
、

入
社
２
年
目
の
70
年
、
ま
だ
駆
け
出
し
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
だ
っ
た
時
代
に
現
地
に
赴
任
し
た
。

「
同
年
代
の
若
い
技
術
者
た
ち
と
話
を
し
て
い
て
、

彼
ら
の
国
の
発
展
に
か
け
る
熱
意
は
相
当
な
も

の
で
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。
私
の
仕
事
人
生
の

原
点
に
も
な
っ
て
い
ま
す
」
と
振
り
返
る
。
目

標
達
成
の
た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
い
こ
と
、

そ
の
た
め
に
全
員
が
一
致
団
結
し
て
前
に
進
ん

で
い
く
こ
と
―
。
ブ
ラ
ン
タ
ス
流
域
開
発
に
携

わ
っ
た
技
術
者
た
ち
に
育
ま
れ
た
こ
の
精
神
か

ら
、〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ツ
〞
と
い
う
言

葉
が
生
ま
れ
た
。
一
時
は
１
５
０
人
に
も
及
ん

だ
日
本
人
関
係
者
は
、
70
年
代
後
半
に
は
10
人
に

ま
で
縮
小
。
現
地
主
体
で
工
事
が
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

　
90
年
代
に
は
、
当
初
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

設
定
さ
れ
た
事
業
は
ほ
ぼ
終
了
。
流
域
で
は
洪

水
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
灌
漑
施
設
に
よ
り

給
水
が
、
発
電
所
に
よ
り
電
力
の
供
給
が
安
定

し
た
。
そ
の
後
、
現
地
の
技
術
者
の
中
に
は
、

官
公
庁
の
要
職
に
就
い
た
人
も
い
れ
ば
、
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
や
建
設
会
社
を
立
ち
上
げ

た
人
も
い
る
。〝
ブ
ラ
ン
タ
ス
・
ス
ク
ー
ル
〞
か
ら
、

多
く
の
生
徒
た
ち
が
羽
ば
た
き
活
躍
し
て
い
る
。

　
日
本
の
国
際
協
力
の
根
幹
を
な
す
「
人
づ
く

り
」。
そ
れ
は
50
年
前
か
ら
変
わ
ら
な
い
。
ブ
ラ

ン
タ
ス
川
で
育
ま
れ
た
技
術
者
の
魂
が
今
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
全
土
の
開
発
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

技
術
者
を
支
え
た

ブ
ラ
ン
タ
ス・ス
ピ
リ
ッ
ツ

自
然
災
害
に
悩
む

地
域
の
人
々

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
東
部
を
流
れ
る
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
。

そ
の
流
域
は
国
内
随
一
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
知
ら
れ
、
経
済
成
長
も
著
し
い
。

し
か
し
50
年
前
は
、
洪
水
や
火
山
灰
の
被
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
の
土
地
。

こ
こ
に
奇
跡
を
起
こ
し
た
の
は
、
日
本
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
技
術
者
だ
っ
た
。

一
本
の
川
が
育
ん
だ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
技
術
者
魂

次世代への財産

■ブランタス川流域開発の主なJICA事業

収穫されたもみを振り分ける少女。ブランタス川流域
は、東部ジャワ州のコメ生産量の3割を占めるまでに

す
き
　
　 

く
わ

1973年に完成したカランカテス・ダム

洪水が起こるたびに水浸しになっていた1960年代のブランタス川流域の町

カランカテス・ダムの現場事務所にて久保田社長（中央）と日本人
駐在員と家族

カリコント・ダムの排水トンネルが貫通し、喜ぶインドネシア人の技術者たち

インドネシア
スラバヤ

マラン

ブランタス川
スラバヤ川改修
（1981）

ポロン川改修
（1977）ウィダス灌漑

（1984）

ウォノレジョ・ダム
（1999）

ネヤマ・
排水トンネル（1961）

ロドヨ・ダム（1984）

ウリンギ・ダム（1978）

クルド山

カランカテス・ダム（1973）

ラホール・ダム（1977）

カリコント・ダム
（1972）
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